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す
る
腹
仙
骨
式
術
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
潰

瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
な
ど
の
炎
症
性

疾
患
、
痔
核
、
痔
瘻
、
裂
孔
な
ど
の
良
性
疾

患
の
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
根
治
性
と
機

能
温
存
を
両
立
さ
せ
る
治
療
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

★
肝
、
胆
、
膵
疾
患

悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
外
科
的
切
除
は
、
肝

臓
切
除
年
間
約
30
数
例
、
膵
胆
道
系
の
癌

20
数
例
で
、
進
行
肝
癌
に
お
い
て
は
体
外
循

環
を
用
い
た
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部

の
肝
腫
瘍
に
対
し
て
は
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
を
用
い
た

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
膵
胆
道
系
の
悪
性

疾
患
に
対
し
て
は
、
適
応
が
あ
れ
ば
胃
・
十

二
指
腸
温
存
膵
頭
切
除
術
な
ど
の
機
能
温
存

を
図
る
術
式
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

胆
石
、
胆
嚢
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
胆
嚢
良
性
疾

患
に
お
い
て
は
、
腹
腔
鏡
下
手
術
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

★
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
外
科

通
常
の
手
段
で
は
見
え
な
い
生
体
深
部
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可
視
化
し
、
外
科
手
術
に

応
用
す
る
手
法
で
、
Ｍ
Ｒ
診
断
装
置
・
超
音

波
検
査
装
置
・
内
視
鏡
な
ど
に
よ
る
画
像
誘

導
手
術
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。
現
在
は
、

最
先
端
の
診
断
治
療
装
置
と
し
て
、
本
邦
で

初
め
て
導
入
さ
れ
た
開
放
型
Ｍ
Ｒ
装
置
を
使

用
し
、
肝
腫
瘍
・
腹
腔
内
腫
瘍
・
骨
盤
内

腫
瘍
な
ど
に
応
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置

は
、
こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
機
能
的
な
診

断
装
置
と
し
て
、
消
化
器
疾
患
や
内
分
泌
疾

患
の
診
断
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
記
以
外
に
も
、
乳
腺
・
一
般
外
科
の
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
虫
垂
切
除
術
、
脾
臓
摘
出

術
、
副
腎
摘
出
術
、
イ
レ
ウ
ス
手
術
な
ど
の

腹
腔
内
疾
患
に
対
す
る
手
術
お
よ
び
下
肢
静

脈
瘤
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
、
腹
壁
瘢
痕
ヘ

ル
ニ
ア
な
ど
に
対
す
る
手
術
も
行
っ
て
い
ま

す
。

●
ス
タ
ッ
フ

科
長
（
助
教
授
）
花
澤
一
芳

助
手

阿
部
　
元
、
紺
谷
桂
一
、

内
藤
弘
之
、
山
本
寛

医
員
（
研
修
医
）
畔

智
司

■
診
療
内
容

乳
腺
疾
患
、
内
分
泌
疾
患
、
腎
移
植
、

小
児
疾
患
、
虫
垂
炎
、
痔
核
・
痔
瘻
、
鼠

径
ヘ
ル
ニ
ア
、
腹
壁
腫
瘍
を
担
当
致
し
ま
す
。

内
分
泌
外
科
疾
患
で
は
、
甲
状
腺
と
副
甲
状

腺
、
副
腎
、
膵
島
の
各
疾
患
が
主
な
診
療
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
消
化
器
外
科
チ
ー
ム
と

と
も
に
腹
腔
鏡
下
手
術
や
膵
頭
部
領
域
腫
瘍

病
変
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

★
乳
腺
疾
患

良
性
腫
瘍
（
若
年
性
線
維
腺
腫
）
に
対

し
て
は
、
腋
窩
か
ら
の
鏡
視
下
手
術
に
よ
り

乳
腺
後
組
織
か
ら
の
腫
瘍
摘
出
を
は
か
り
、

乳
房
の
整
容
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。乳

癌
に
対
し
て
は
、
正
確
に
癌
の
進
展
度

を
検
討
し
、
大
き
さ
、
進
展
度
に
応
じ
て
乳

滋
賀
医
科
大
学
の
旧
外
科
学
第
一
講
座

と
旧
外
科
学
第
二
講
座
を
、
２
０
０
２
年
４

月
１
日
よ
り
、
診
療
４
科
を
抱
え
る
外
科
学

講
座
と
し
て
統
合
い
た
し
ま
し
た
。
今
ま
で

の
伝
統
と
業
績
に
培
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
講

座
の
臨
床
、
研
究
に
お
け
る
能
力
や
組
織
力

を
結
集
し
、
よ
り
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る

体
制
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
で
は
、
週
１
回
の
科
長
会
議
や
月
１

回
の
全
体
医
局
会
を
は
じ
め
と
し
、
院
内
や

医
局
内
の
役
割
等
、
業
務
、
臨
床
、
教
育
、

研
究
の
全
て
に
お
い
て
一
体
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
病
棟
、
医
局
、
外
来
施
設
も
、
一
体

化
し
た
改
築
を
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

人
材
育
成
に
お
い
て
新
体
制
の
講
座
は
、

一
、
外
科
的
素
養
、
技
術
の
徹
底
的
な
向
上

を
図
り
ま
す
。

二
、
科
学
的
な
も
の
の
考
え
方
と
同
時
に
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
に
満
ち
た
外
科
医
を
育

成
し
ま
す
。

と
い
う
方
針
に
従
い
、
研
修
医
は
外
科
学
講

座
と
し
て
預
か
り
、
全
員
の
ス
ー
パ
ー
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
専
門
教
育
段
階
で
は

患
者
さ
ん
や
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
か
ら
違
い

が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
外
科
医
と
な
る
修
練

を
行
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
外
科
医
は
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
に
て
生
涯
外
科
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
、
優
秀
な
外
科
医
と
し
て
技
能
を

維
持
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

診
療
で
は
、
図
式
で
わ
か
る
よ
う
に
、
患

者
さ
ん
に
わ
か
り
易
い
臓
器
別
の
４
科
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
専
門
性
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
我
々
は
外
科
の
専
門
集
団
と

し
て
以
下
の
標
語
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
ま
す
。

①
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
が
す
べ
て
に
優
先
。

②
紹
介
患
者
さ
ん
は
す
べ
て
受
け
入
れ
る
。

③
あ
ら
ゆ
る
手
技
に
挑
戦
す
る
。
し
か
し

手
術
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
行
う
。

４
科
以
外
は
、
機
能
的
に
統
合
さ
れ
た
専

門
組
織
「A

ssem
bly
Section

」
と
し
て
、

●
外
傷
外
科

●
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
外
科
（
鏡
視
下
を
含
む
）

●
移
植
外
科

●
小
児
外
科

等
の
チ
ー
ム
で
対
応
し
ま
す
。
連
絡
先
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
上
記
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
ご

紹
介
下
さ
っ
た
場
合
、
週
２
回
の
検
討
会
で

手
術
適
応
と
術
式
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
外
科
医
が
生
涯

必
要
と
す
る
知
識
や
探
索
方
法
が
身
に
つ
く

テ
ー
マ
や
方
法
と
し
、「
全
分
野
の
知
見
、

技
術
の
導
入
に
よ
り
、
低
侵
襲
で
最
適
な
外

科
手
術
を
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
」
こ
と
を

目
標
と
し
ま
す
。

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
基
礎
的
な
分
野
と

し
て
、

①
肝
細
胞
等
を
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
か
ら

誘
導
す
る
再
生
医
学

②
遺
伝
子
手
法
を
使
っ
た
診
断
や
治
療
と
癌

免
疫
療
法

臨
床
と
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
は
、

①
新
し
い
治
療
法
や
材
料
の
開
発
応
用

②
Ｍ
Ｒ
イ
メ
ー
ジ
や
鏡
視
下
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
外
科
の
構
築

③
癌
診
断
治
療
法
の
開
発

④
侵
襲
と
防
御
反
応
に
対
す
る
研
究

上
記
主
要
テ
ー
マ
を
中
心
と
し
て
、
大
学

院
生
（
臓
器
制
御
系
）
を
基
盤
と
し
た
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
推
進
し
て

い
く
。

以
上
、
谷
徹
、
浅
井
徹
両
教
授
と
医
局

員
が
一
致
団
結
し
、
関
連
病
院
と
同
門
会
、

地
域
の
皆
様
方
の
力
を
得
て
地
域
に
根
ざ

外科学講座新体制
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し
、
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
活
動
と
優
秀
な

外
科
医
育
成
に
邁
進
し
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
フ

主
任
科
長（
主
任
教
授
）

谷
　
　
徹

講
師

来
見
良
誠
、
遠
藤
善
裕

助
手

川
口
　
晃
、
内
藤
弘
之
、

目
片
英
治
、
山
本
　
寛

医
員

仲
　
成
幸
、
塩
見
尚
礼
、

清
水
智
治
、
田
畑
貴
久
、

糸
島
崇
博
、
石
川
　
健

医
員
（
研
修
医
）
三
宅
　
亨
、
植
木
智
之
、

貝
田
佐
知
子

医
員
（
研
修
医
）
山
田
裕
樹
、
村
山
浩
之
、

畔

智
司

外
科
学
会
（
指
導
医
５
・
認
定
医
12
）

消
化
器
外
科
学
会
（
指
導
医
５
・
専
門
医

５
・
認
定
医
12
）

大
腸
肛
門
病
学
会
（
指
導
医
１
・
専
門
医
２
）

■
診
療
体
制

消
化
器
外
科
は
、
消
化
管
と
肝
胆
膵
の
外

科
に
分
類
さ
れ
、
消
化
管
は
さ
ら
に
上
部
消

化
管
（
食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
）
と
下
部

消
化
管
（
小
腸
・
大
腸
・
肛
門
）
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
根
治
性
と
低
侵
襲
性
を
目
指
し

た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
適
正
な
医
療
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

入
院
病
床
は
約
50
床
で
、
年
間
手
術
件
数

は
約
600
例
で
す
。

外
来
診
療
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日

行
っ
て
い
ま
す
。
谷
教
授
を
は
じ
め
と
し
て
、

臓
器
毎
に
専
門
医
が
担
当
し
、
き
め
細
か
い

診
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

■
治
療
法
の
紹
介

★
食
道
疾
患

食
道
癌
の
外
科
的
切
除
は
年
間
10
数
例

で
、
早
期
食
道
癌
に
は
内
視
鏡
的
粘
膜
下
切

除
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
咽
頭
摘
出
後
の
発

声
に
対
す
る
手
術
術
式
の
工
夫
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
食
道
粘
膜
下
腫
瘍
、
突
発

性
食
道
破
裂
、
食
道
ア
カ
ラ
シ
ア
、
食
道
裂

孔
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
。

★
胃
十
二
指
腸
疾
患

胃
癌
の
切
除
例
は
年
間
60
例
を
越
え
、
一

部
の
早
期
胃
癌
や
粘
膜
下
腫
瘍
に
対
し
て
、

腹
腔
鏡
下
切
除
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。
胃
十

二
指
腸
潰
瘍
に
対
し
て
は
、
お
も
に
腹
腔
鏡

下
大
網
充
填
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
大
腸
・
肛
門
疾
患

大
腸
、
直
腸
癌
の
切
除
症
例
は
年
間
60
例

に
及
び
、
下
部
直
腸
癌
に
お
い
て
は
、
積
極

的
に
肛
門
機
能
を
温
存
し
人
工
肛
門
を
回
避

消
化
器
外
科

乳
腺
・
一
般
外
科

旧第一外科 

旧第二外科 

外科学 
講座 

呼吸器外科 
（内線：2246） 

乳腺一般外科 
（内線：2237） 

心臓血管外科 
（内線：2241） 

消化器外科 
（内線：2238） 
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★
肺
癌
の
補
助
療
法

切
除
不
能
肺
癌
や
再
発
例
・
癌
性
胸
膜

炎
症
例
に
対
し
て
活
性
化
自
己
リ
ン
パ
球
注

入
療
法
（
厚
生
労
働
省
指
定
の
高
度
先
進

医
療
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
転
移
性
肺
腫
瘍

転
移
個
数
・
部
位
な
ど
か
ら
適
応
を
決
定

し
主
と
し
て
胸
腔
鏡
下
に
切
除
し
ま
す
が
、

当
科
で
は
胸
腔
鏡
下
に
は
確
認
し
に
く
い
小

病
巣
に
対
し
て
、
上
腹
部
正
中
創
か
ら
両
側

胸
腔
に
手
を
挿
入
し
病
巣
を
確
認
す
る
方
法

（H
and

assisted
thoracoscopic

surgery

H
A
T
S

）
を
採
用
し
切
除
率
の
向
上
を
得
て

い
ま
す
。

★
縦
隔
腫
瘍

非
浸
潤
性
胸
腺
腫
を
含
め
良
性
腫
瘍
は
胸

腔
鏡
下
に
切
除
し
て
い
ま
す
。

★
気
胸

１
９
９
９
―
２
０
０
１
年
の
71
例
中
65

例
は
胸
腔
鏡
下
に
手
術
を
施
行
し
ま
し
た
。

特
に
若
年
者
（
40
歳
以
下
）
で
は
ほ
ぼ
100
％

胸
腔
鏡
手
術
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
気
道
狭
窄

高
度
の
呼
吸
困
難
を
呈
す
る
良
性
・
悪
性

気
道
狭
窄
症
例
に
対
す
る
拡
張
術
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
症
例
に
よ
っ
て
、

レ
ー
ザ
ー
、
バ
ル
ー
ン
、
シ
リ
コ
ン
ス
テ
ン

ト
、
金
属
ス
テ
ン
ト
な
ど
を
使
い
分
け
て
い

ま
す
（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

★
漏
斗
胸

漏
斗
胸
に
対
し
て
は
、
最
も
低
浸
襲
・
美

容
的
で
矯
正
効
果
に
も
優
れ
て
い
るN

u
ss

法
を
第
１
選
択
と
し
て
い
ま
す
。
主
と
し
て

小
児
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
成
人
例
で

も
工
夫
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
優
れ
た
矯
正

効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
）。

★
手
掌
多
汗
症
、
上
肢
血
行
障
害

胸
腔
鏡
下
胸
部
交
感
神
経
遮
断
術
を
適

応
し
良
好
な
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

★
肺
気
腫

肺
気
腫
は
肺
の
過
膨
張
に
よ
り
呼
吸
困
難

を
来
す
疾
患
で
す
。
従
来
は
内
科
的
治
療
し

か
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
肺
容

量
を
外
科
的
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

呼
吸
困
難
を
軽
減
さ
せ
得
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
ま
す
（V

olum
e
reduction

surgery

）。

房
温
存
手
術
や
胸
筋
温
存
乳
房
切
除
術
を
選

択
し
て
い
ま
す
。
乳
房
切
除
術
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
バ
ッ
ク
法
や
筋
皮
弁
を
用
い
た
乳

房
再
建
術
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
術
後
補

助
療
法
と
し
て
は
、
肝
転
移
症
例
に
対
し
て

は
、
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
ガ
イ
ド
下
に
マ
イ
ク
ロ
波
凝

固
療
法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
再

発
症
例
に
対
し
て
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
重
視
し
た

治
療
法
を
選
択
し
、
ワ
ク
チ
ン
療
法
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

★
甲
状
腺

バ
セ
ド
ウ
病
、
良
性
腫
瘍
に
対
し
て
は
、

整
容
性
を
目
的
に
小
切
開
法
に
て
手
術
を
行

っ
て
い
ま
す
。
甲
状
腺
癌
に
対
し
て
は
、
進

行
度
に
応
じ
た
甲
状
腺
切
除
お
よ
び
リ
ン
パ

節
郭
清
術
を
行
っ
て
お
り
、
進
行
甲
状
腺
癌

の
場
合
は
、
周
囲
臓
器
の
合
併
切
除
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
再
発
バ
セ
ド
ウ
病
や

手
術
困
難
な
甲
状
腺
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
エ

タ
ノ
ー
ル
注
入
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
部
の
甲
状
腺
疾
患
に
対
し
て
は
、
Ｉ

Ｖ
Ｍ
Ｒ
を
用
い
た
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固
療
法
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

★
副
甲
状
腺

Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の

新
し
い
診
断
方
法
を
導
入
し
て
、
存
在
部
位

の
確
認
診
断
を
行
い
、
整
容
性
を
重
視
し
た

小
切
開
法
に
て
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
副
腎

副
腎
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
は
鏡

視
下
手
術
を
行
っ
て
、
術
後
の
疼
痛
、
侵
襲

を
小
さ
く
す
る
手
技
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

★
腎
移
植

開
院
以
来
、
泌
尿
器
科
と
共
同
で
、
生
体

腎
移
植
、
献
腎
移
植
と
も
に
40
例
以
上
行
っ

て
い
ま
す
。
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
や
タ
ク
ロ
リ

ム
ス
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
成

績
は
、
飛
躍
的
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

★
膵
島
腫
瘍
お
よ
び
膵
癌

膵
島
腫
瘍
や
膵
癌
に
対
し
て
膵
機
能
温
存

手
術
を
施
行
し
て
お
り
ま
す
。
腫
瘍
核
出
術
、

膵
部
分
手
術
、
膵
体
尾
部
切
除
、
膵
分
節

手
術
、
胃
・
幽
門
輪
温
存
、
膵
頭
十
二
指

腸
切
除
（P

p
P
D

）、
さ
ら
に
十
二
指
腸
を

も
温
存
し
膵
頭
部
の
み
を
切
除
す
る
胃
十
二

指
腸
温
存
膵
頭
切
除
（D

p
P
H
R

）
等
の
各

種
術
式
は
確
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
膵
頭
切

除
経
験
症
例
数
は
す
で
に
120
を
越
え
て
お

り
、
膵
内
分
泌
腫
瘍
そ
の
他
を
含
め
て
220
症

例
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

★
一
般
外
科

ヘ
ル
ニ
ア
、
肛
門
疾
患
、
小
児
疾
患
、
腹

壁
疾
患
、
急
性
腹
症
、
腹
部
外
傷
症
例
を

消
化
器
外
科
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
治
療
に

あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

●
ス
タ
ッ
フ

科
長
（
教
授
）

浅
井
　
徹

講
師

白
石
昭
一
郎

助
手
　
　
　

東
田
隆
治

医
員
　
　
　

西
　
崇
男

医
員
（
研
修
医
）
望
月
慶
子
、
橋
本
雅
之

■
診
療
内
容

平
成
14
年
１
月
以
来
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
か
ら
弁
膜
症
、
大
動
脈
手
術
に
い
た
る

ま
で
か
ら
だ
に
対
す
る
負
担
（
侵
襲
）
を
少

な
く
し
な
が
ら
、
最
高
水
準
の
結
果
を
達
成

す
る
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ま
で
手
術
侵
襲
が
大
き
い
た
め
手
術
を

勧
め
ら
れ
な
か
っ
た
他
の
臓
器
に
問
題
を
も

っ
た
患
者
さ
ん
や
超
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
手

術
翌
日
か
ら
歩
行
や
食
事
が
可
能
に
な
り
、

１
〜
２
週
間
で
退
院
で
き
る
治
療
法
と
し
て

確
立
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当
心
臓

血
管
外
科
の
治
療
の
特
徴
を
御
紹
介
い
た
し

ま
す
。

■
人
工
心
肺
を
使
わ
な
い
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術

こ
の
手
術
で
は
、
術
中
血
圧
が
安
定
し
て

い
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
冠
動
脈
が
心
臓

後
面
に
位
置
し
て
も
正
確
な
吻
合
手
技
を
短

時
間
で
確
実
に
成
し
遂
げ
る
技
術
と
経
験
が

要
求
さ
れ
ま
す
が
、
格
段
に
高
度
の
技
術
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
安
定
し
た
高
成
績
が
達
成

で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
手
術
と
し
て
近

年
登
場
し
ま
し
た
。

浅
井
は
日
本
で
最
も
早
く
こ
の
手
術
を
完

全
な
治
療
法
と
し
て
安
定
し
た
成
績
で
成
功

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
手
術
の
特
徴
は
、

手
術
に
よ
る
出
血
が
少
な
く
、
心
臓
の
筋
肉

の
障
害
が
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
従
来
の
手

術
で
は
重
症
の
患
者
さ
ん
で
問
題
と
な
っ
て

い
た
脳
硬
塞
の
発
生
や
腎
臓
機
能
の
悪
化
が

回
避
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
浅
井
は
前

施
設
の
経
験
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
最
高
齢
95

歳
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
緊
急
手
術
や
著
し
い

心
不
全
の
患
者
さ
ん
を
含
め
300
例
以
上
の
手

術
を
す
べ
て
完
遂
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
い
ま
や
滋
賀
医
科
大
学
で
国
際
水
準

の
心
臓
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
で

も
あ
り
ま
す
。

■Q
u
ality

の
高
い
弁
膜
症
手
術

「
悪
い
弁
は
た
だ
取
り
替
え
る
」
の
で
は

な
く
、
弁
自
体
の
病
態
、
心
機
能
、
個
々
の

患
者
さ
ん
の
手
術
後
の
生
活
に
応
じ
た
手
術

を
行
い
ま
す
。
特
に
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
に
対

す
る
本
格
的
再
建
（
形
成
）
手
術
は
、
浅
井

の
専
門
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
の

徹
底
し
た
修
練
、
研
究
を
も
と
に
、
こ
の
７

年
間
50
例
ほ
ど
に
行
い
、
心
不
全
も
な
く
良

好
に
経
過
し
て
い
ま
す
。

■S
u
p
er
F
ast-T

rack
R
eco
very

こ
れ
ま
で
大
侵
襲
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た

手
術
を
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
で
術
翌
日

に
は
通
常
の
食
事
が
で
き
、
ベ
ッ
ド
か
ら
降

り
て
歩
行
で
き
る
程
の
早
期
回
復
管
理

（S
u
p
er
F
ast-T

rack
R
ecov

ery

）
に
成

功
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
術
後
経
過
は
、
80

歳
を
こ
え
る
超
高
齢
者
の
手
術
に
お
い
て
も
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例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■N
o
R
efu
sal
P
o
licy

に
よ
る
緊
急
、
重

症
患
者
の
完
全
受
け
入
れ
体
制

Ｌ
Ｍ
Ｔ
症
例
、
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
症
例
、

P
T
C
A
/S
ten
t
b
ail-ou

t

不
能
例
、
急
性
Ａ

型
大
動
脈
解
離
な
ど
緊
急
症
例
に
対
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
医
と
の
連
絡
か
ら
手
術

開
始
ま
で
時
間
短
縮
と
、
迅
速
な
手
術
施
行

で
対
処
し
ま
す
。

■
紹
介
病
院
、
紹
介
医
と
の
真
の
協
力
体
制

患
者
さ
ん
の
術
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
紹
介
の
先
生
の
ご
希
望
を
十
分
に

考
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
手
術
、
経
過

の
ご
報
告
、
早
期
転
院
は
も
と
よ
り
、
術
後

検
査
に
関
し
て
も
ご
相
談
に
応
じ
て
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
心
臓
血
管
外
科
コ
ン
サ
ル
ト

手
術
患
者
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
内
科
的
、

外
科
的
治
療
適
応
の
御
相
談
と
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
ま
で
、
ど
う
か
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
従
来
の
大
学
病
院
と
異
な
り
、
心

臓
血
管
外
科
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
い
つ

で
も
御
相
談
を
承
り
ま
す
。
浅
井
直
通
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
も
ご
自
由
に
使
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

■
心
臓
血
管
外
科
コ
ン
サ
ル
ト

090-2129-4362

（
浅
井
直
通
）

e-m
ail：
toruasai@

belle.shiga-m
ed.ac.jp

●
ス
タ
ッ
フ

科
長
（
助
教
授
）
藤
野
昇
三

助
手

澤
井
　
聡
、
手
塚
則
明

医
員

北
村
将
司

医
員
（
研
修
医
）
塩
澤
孝
之
、
大
塩
恭
彦

外
科
学
会
（
指
導
医
１
・
認
定
医
２
）

胸
部
外
科
学
会
（
指
導
医
１
・
認
定
医
２
）

呼
吸
器
外
科
学
会（
指
導
医
１
・
専
門
医
２
）

気
管
支
学
会
（
指
導
医
１
・
認
定
医
２
）

■
対
象
疾
患
・
診
療
内
容

対
象
疾
患
は
胸
部
全
般
に
及
び
ま
す
が
、

主
な
も
の
は
原
発
性
肺
癌
、転
移
性
肺
腫
瘍
、

縦
隔
腫
瘍
、
胸
壁
腫
瘍
、
気
胸
、
肺
嚢
胞
、

肺
気
腫
、
漏
斗
胸
、
気
道
狭
窄
な
ど
で
す
。

★
肺
癌
の
外
科
治
療

２
０
０
１
年
末
ま
で
の
肺
癌
手
術
症
例
数

は
707
例
に
達
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
重
視
し
、
適
応
に
応
じ

て
胸
腔
鏡
下
手
術
や
区
域
切
除
術
な
ど
の
低

浸
襲
・
縮
小
手
術
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
進
行
症
例
に
対
し
て
は
術
前
に
化
学
療

法
や
放
射
線
治
療
を
行
い
、
完
全
切
除
率
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
肺
機
能
が
不
十
分

な
症
例
に
対
し
て
は
、
肺
葉
切
除
と
同
時
に

胸
腔
形
成
術
（
残
存
肺
の
変
位
・
変
形
を
防

止
す
る
方
法
）
を
施
行
し
良
好
な
肺
機
能
の

維
持
を
得
て
い
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科

呼
吸
器
外
科
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